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はじめに 

この度は Elation UniPakⅡをご購入いただき、誠に有難う御座います。 

本製品の性能を最大限に発揮させ、末永くお使い頂く為に、ご使用になる前にこの取扱説明書を

必ずお読み下さい。また、本書が保証書となりますので大切に保管して下さい。 

 

 

安全上の注意 

• アースピンは本体内部回路がショートした際に感電、火災の危険性を抑える役割をします。

必ず電源ケーブルのアースピンを接続して下さい。 

• 感電、火災の危険性を最小限におさえる為、雨天や高湿度の状況下で本製品を使用する

ことはおやめ下さい。 

• 水などの液体を本体表面にこぼしたり、本体内部にかけたりしないようにご注意下さい。 

• 可燃性の液体を本体に近づけないで下さい。 

• 本体に強い衝撃を与えたり、激しく振ったりすると故障に繋がる恐れがあります。 

• 本製品を分解したり、改造したりしないで下さい。 

• 内部パーツが露出した状態で本体に電源を入れて使用しないで下さい 

• 定格電圧 AC100V、50/60Hz でご使用下さい。 

• 損傷、断線した電源ケーブルを使用することはおやめ下さい。 

• 本体に損傷がある場合は本製品の使用をやめて下さい。 

• 長期間本製品を使用しない場合は電源ケーブルをコンセントから外して下さい。 

• 電源ケーブルは踏まれたり、物に挟まれたりしないようご注意下さい。 

 
本製品に異常を感じた時は速やかに使用を中止し、お手数ですが販売店もしくは正

規代理店に連絡して下さい。無断で機材を開けられた場合、保証の対象外とな

ることがあります。 
 
 

 



 

 

基本仕様 

UniPakⅡは 1 チャンネル仕様のハイブリッド・ディマー/スイッチパックです。本製品には以下の機

能が搭載されています。 

 

• 電源出力端子を 2 つ搭載した 1 チャンネル仕様ディマー/スイッチパック 

• ディマーモード、スイッチモードの 2 つのモード切替えが可能 

• 本体に搭載されたコントロールフェーダーによって照度を 0～100%の範囲で調節可能 

• リモートフェーダーによって照度を 0～100%の範囲で調節可能 

• ディスプレイに本体の動作状況や機能状況を表示 

• 3 ピン仕様の DMX 入出力端子を搭載 

• 最大出力 10 アンペア 

 

 

フロントパネル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 出力端子 

最大 10 アンペアの出力が可能なデュアル出力端子 

 

2. ディスプレイ 

本体の動作状況や機能状態を表示します。 



 

 

3. メニューボタン 

メニューボタンを使ってメニューオプションを選択します。 

 

4. UP ボタン 

ディスプレイに表示された数値を増加させます。 

 

5. ダウンボタン 

ディスプレイに表示された数値を減少させます。 

 

6. HTP フェーダー 

チャンネルの輝度を調節します。 

 

7. リモートフェーダー 

HTP フェーダーと同じ機能を持ちます。ケーブル長 1.8m で遠隔操作が可能です。 

 

 



 

 

リアパネル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 電源ケーブル 

AC100V、50/60Hz の電源に接続して下さい。 

 

2. ヒューズボックス 

10A 250V、20mm ヒューズのみ使用して下さい。 

 

3. DMX 入力端子 

3 ピン XLR 端子から DMX 信号を受信します。 

 

4. DMX 出力端子 

3 ピン XLR 端子から DMX 信号を送信します。 

 

5. リモートフェーダー入力端子 

リモートフェーダーを接続します。 

 

 



 

 

基本操作 

Uni PakⅡに電源を接続して下さい。電源をオンに切り替えると内蔵メモリー機能により、本体を最

後に使用した機能設定となります。またその際、DMX アドレス設定も電源を切る前の状態に戻り

ます。 

 

注： 電源の周波数が安定していない場合、ディスプレイに“AC-0”と表示されます。この場合、電

源の供給が安定するまで待つか、本体を別の安定している電源に接続して下さい。 

 

DMX アドレス 

 

1. ディスプレイ上に“A”と表示されるまで MENU ボタンを押し続けて

下さい。ディスプレイ上に“A”と表示され、その右隣に DMX アドレ

スが表示されます。例えば最後に設定された DMX アドレスが 123

の場合、左の図のように表示されます。 

 

 

 

2. UP ボタン/DOWN ボタンを押すたびに DMX アドレス値が変わりま

す。それぞれのボタンを押し続けると DMX アドレス値を素早く変

更することが可能です。設定したい DMX アドレスが表示されたら

UP ボタン/DOWN ボタンをはなして下さい。DMX アドレス値は自動

的に内蔵メモリーに保存されます。 

 

注： DMX アドレス値を設定している際はチャンネル出力は行われません。 

 



 

 

スイッチパックモードへの設定 

 

1. ディスプレイ上に“S”、または“d”と表示されるまで MENU ボタンを

押して下さい。 

 

 

 

 

 

2. ディスプレイ上に“d”と表示された場合は DOWN ボタンを一度押し

て“S”を表示させて下さい。もし“S”が表示された場合はそのまま

次のステップに進んで下さい。 

 

 

 

 

3. MENU ボタンを押してスイッチパックモードに入って下さい。 

 

 

 

 

 

 

4. 本体がスイッチパックモードに設定されている時、以下の 2 つのオ

プションから選択する必要があります。 

 

 

 



 

 

Switch On（S-on）： 

DMX 信号に関わらず、本体の電源を自動的にオンに切替えます。 

 

Switch OFF（S-of）： 

DMX 信号によってスイッチモードを切替えます。チャンネル値が 40%を超えるとオンに切替わり、そ

れ以下の場合はオフになります。オン/オフを切り替えるには UP ボタン/DOWN ボタンを押して下

さい。 

 

 

5. 設定が終了したら MENU ボタンを押して決定して下さい。DMX アド

レスモードに戻ります。 

 

 

 

 

ディマーパックモードへの設定 

 

1. ディスプレイ上に“S”、または“d”と表示されるまで MENU ボタンを

押して下さい。 

 

 

 

 

 

2. ディスプレイ上に“S”と表示された場合はDOWNボタンを一度押し

て“d”を表示させて下さい。もし“d”が表示された場合はそのまま

次のステップに進んで下さい。 

 

 

 

 

3. MENU ボタンを押してディマーパックモードにして下さい。 

 

 

 

 

 



 

 

 

4. UP/DOWN ボタンを押してディマーリミット値を 10-100 の範囲で設

定します。それぞれのボタンを押し続けるとディマーリミット値を素

早くスクロールすることが可能です。尚、ディマーリミット値は自動

的に内蔵メモリーに保存されます。 

 

 

 

5. 設定が終了したら MENU ボタンを押して決定してディマープリセッ

トモードに入ります。 

 

 

 

 

 

6. UP/DOWN ボタンを押してディマープリセット値を 00-100 の範囲で

設定します。それぞれのボタンを押し続けるとディマープリセット値

を素早くスクロールすることが可能です。尚、ディマープリセット値

は自動的に内蔵メモリーに保存されます。 

 

 

 

7. 設定が終了したら MENU ボタンを押して決定して下さい。DMX アド

レスモードに戻ります。 

 

 

 

 

 

 本体の設置 

Uni PakⅡはトラスや天井に設置するようにデザインされています。本体を設置する際は必ず適切

なクランプやセーフティーワイヤーを使用して下さい。Uni PakⅡ本体にクランプを取り付ける為、

または本体を壁や天井に固定する為の穴が 2 つ用意されています。本体を設置する際は最低

30cm 以内に物を置かないで下さい。 

 

 



 

 

ヒューズの交換 

注： ヒューズを交換する際は必ず電源ケーブルをコンセントから外して下さい。 

 

マイナスドライバーを使ってヒューズホルダーのキャップを外して下さい。古いヒューズを取り除き、

全く同じ仕様の新しいヒューズと交換して下さい。ヒューズキャップを元の状態に戻し、固定して下

さい。 

 

 

製品仕様 
使用電源：  AC100V、50/60Hz 10A（MAX） 

チャンネル最大出力： 10A 

チャンネルヒューズ： F10A 250V 20mm 

DMX 入出力端子：  XLR オス/メス端子 

サイズ：   9.2(W)×6.7(H)×18.4(D)cm 

重量：   1.3ｋg 
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